










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10） 高梨一美は、「尚清王の命により」［高梨 2002：131］、島村幸一は「尚清王の詔によって」［島村 
2014：309］と訳すように、「御み事」を「命ずる」の意味に解釈している。しかし、碑文の内容か
ら、私は聞得大君と尚清二人の呪詞をオモロにつくったものと考え、詞書でもそのことを述べてい
ると解釈した。
11） 仲原善忠は、久米島の祭祀について「祭礼は先ずおたかべ言を述べ、次におもろをうたい最後にく
わいにやでおわるのが常例で、これを担当者の点から見るとおたかべはのろが述べ、おもろはのろ
が中心になり他の神女がたすけ、くわいにやは全群集が加わる。」［仲原 1955：279-280］と書いて
いる。この祭礼の順序は、ミセセル（オタカベ）がオモロに整理されるというかつての祭祀のあり
かたを示唆しているように思われる。
12） 「～（は）たかべて（のだてゝ）」という表現は、連続部の第一節にない場合でも、呪詞者を明示す
る目的で使われることがある。例えば、オモロ5-69（280）は連続部の第三節、四節に聞得大君が
オタカベをしたことがうたわれる。この場合には、通常の名指し型のオモロと異なり、第一節の連
続部に「おぎやかもいがおこのみ」（尚真の計画によって）とあってもこれは呪詞者を明示したも
のではなく、反復部の呪詞は聞得大君によるものと考えられる。
13） このオモロの暗喩表現については波照間永吉が分析している［波照間 2007：231-234］。島村幸一は、
安谷屋若松とおもろ歌唱者の関連について論じている［島村 2010：220-225］。
14） 南島歌謡のなかには、王府のオモロとの関連を指摘できるものがある。例えば、久高島のイザイホー
祭祀の時に男性神役ニーブトゥイが一人でうたうティルル（ウムイ）は、最初に神女名アケシノを
あげ、反復部に「やじょくた（ヤジク達）」とうたう。反復部はこれだけでは意味不明だが、オモ
ロ10-41（551）の「やゝと、おせ　やぢよ、こた」を参照し、解読法4類で解釈すれば、アケシノ
神女が祭祀に参加したヤジク達を励ます呪詞であることが読み取れる。
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